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医 医次の定例会は 開会予定です。平成２６年９月１日（月）

市 議 会 だ よ り

議　

決　

結　

果

○賛成　×反対　△退席

付　
　

託　
　

先

請願・陳情の審議結果
 付託先略称　総：総務企画委員会　厚：厚生文教委員会　建：建設環境委員会　　　　　　行：行財政改革調査特別委員会
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款要　　　　　　旨件　　　名

採　択○○○○○○○○○○行
平成２６年度のなるべく早い段階で、小金井市の中長期の財政見通し
を明らかにし、市報や市ホームページで公開するとともに市民に直
接説明する場を設けることを求める。

行財政改革調査特別委員会において
小金井市財政の見通しを明らかにす
ることを求める陳情書採　

　
　
　
　

択

採　択○○○○○○○○○○厚
ウイルス性肝硬変・肝がんに係る医療費助成制度創設、肝機能障害
による身体障害者手帳の認定基準を緩和し、患者の実態に応じた認
定制度にするよう求める意見書の提出を求める。

ウイルス性肝炎患者に対する医療費
助成の拡充に関する陳情書

採　択○○○△○○△△○△建
付近住民の不安解消のため、市道１８号線の梶野町２－９－５地先の
東京ガスのガス本管の埋設位置、状態の確認を実施し、必要な措置
を実施することを求める。

市道１８号線の梶野町２－９－５地先
のガス本管（東京ガス）の埋設位置
確認についての陳情書

不採択○○○×○○××○×総
小金井平和の日の制定と平和施策事業の見直しについて、様々な市
民の意見を聴く機会を十分に設け、拙速なスケジュールではなく、
十分な時間をかけて議論して制定することを求める。

世代を超えた幅広い市民が一緒にな
って議論し、「小金井平和の日」の制
定を求める陳情書

不　
　
　
　

採　
　
　
　

択

不採択○○○×○○××○×建
同地区における都市計画決定前に、市民説明会を再度開催するこ
と、事業計画素案の詳細資料を公開すること、市民説明会での意見
を反映した再開発となるよう働きかけることを求める。

武蔵小金井駅南口第２地区市街地再
開発事業の市民への説明会を再度行
う事を求める陳情書

不採択○○○×○○××○×建
同地区における都市計画決定前に、可能なすべての手段で、市が持
つ情報を市民へ提供することに最善を尽くし、再度市民説明会を開
催することを求める。

武蔵小金井駅南口第２地区再開発に
ついて市民への十分な情報提供と再
度の説明会の開催を求める陳情書

議会運営委員会
７月１５日（火）午前９時３０分
▶議会改革に関する諸問題の調査
８月２６日（火）午前１０時
▶議会改革に関する諸問題の調査
８月２７日（水）午後２時
▶ごみ対策に係る諸問題の調査　▶議会基本条例が制定
されるまでの間の議会報告会の定期的試行を求める陳情
書　▶議会基本条例を遅くとも２０１４年度までに制定する
よう求める陳情書　▶ごみ問題の解決を促進し、また、
ごみを大幅に減量すべく、市議会に特別委員会を設置す
ることを求める陳情書　▶議会改革に関する諸問題の調
査　①次期定例会（臨時会を含む。）の会期及び会議日
割等、議会運営に関する調査、②議会の会議規則、委員
会条例等に関する調査、③議会運営に関する議長の諮問
事項について

行財政改革調査特別委員会
７月２４日（木）午前１０時
▶市役所職員の「５５歳昇給抑制」の即時実施を求める陳
情書　▶行財政改革に係る諸問題の調査

建設環境委員会
８月６日（水）午前１０時
▶市道１８号線の道路区域境界線の一部（梶野町４丁目２１
－１５から同４丁目２１－１７）について区域決定の見直しの
陳情書　▶可燃ごみの積み替え運搬に関する陳情書　▶
武蔵小金井駅南口第２地区市街地再開発事業への補助金
支出の適正さを確認することを求める陳情書　▶武蔵小
金井駅南口第２地区市街地再開発事業に係る都市計画原
案の決定延期と再検討を求める陳情書　▶よりよいまち
づくりに向け、武蔵小金井駅南口第２地区再開発にかか
る都市計画の見直しを求める陳情書　▶市道１８号線の一
部（梶野町４丁目２１－１５から－１７）について道路区域決
定と境界確認の見直しについての陳情書　▶所管事務調

査（ごみ処理対策及び資源循環型社会形成に係る諸問題
の調査）▶所管事務調査（駅周辺のまちづくりに係る諸
問題の調査）▶所管事務調査（小金井市の環境政策推進
とエネルギーに係る諸問題の調査）

厚生文教委員会
８月１９日（火）午前１０時
▶認可保育園増設に関する陳情書　▶認可外保育施設利
用者に対する補助拡充に関する陳情書　▶手話言語法制
定を求める意見書の提出を求める旨に関する陳情書　▶
所管事務調査（子どもに関する諸問題の調査）

総務企画委員会
８月２５日（月）午前１０時
▶市役所庁舎建設を促進し、賃借庁舎から早期に脱却す
ることを求める陳情書　▶消費税の増税分の使途の明確
化を求める陳情書　▶庁舎建設予定地北側隣接の高架下
スペースを市として活用すること等を求める陳情書

賛
成
討
論
（
要
旨
）

林　

倫
子
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

　
「
小
金
井
平
和
の
日
」の
制
定
に
当

た
り
、
子
ど
も
た
ち
を
含
む
様
々
な

市
民
の
意
見
を
聴
く
機
会
を
設
け
、

時
間
を
か
け
て
議
論
し
て
ほ
し
い
と

い
う
本
陳
情
は
、
現
在
行
わ
れ
て
い

る
検
討
委
員
会
の
議
論
を
な
い
が
し

ろ
に
す
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、

市
民
参
加
で
丁
寧
に
行
え
ば
、
戦
争

を
知
ら
な
い
世
代
が
戦
争
を
知
る
世

代
の
経
験
を
語
り
継
ぎ
、
と
も
に
平

和
な
市
を
築
く
担
い
手
を
育
成
す
る

機
会
に
な
る
。
傍
聴
者
の
意
見
聴
取

に
も
努
め
て
い
る
担
当
部
局
の
工
夫

に
よ
り
、
陳
情
の
願
意
を
満
た
す
こ

と
は
十
分
に
可
能
で
あ
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

遠
藤
百
合
子
（
自
民
党
小
金
井
）

　

小
金
井
市
独
自
の
平
和
の
日
を
制

定
す
る
こ
と
は
、
大
変
意
義
の
あ
る

こ
と
で
あ
る
。
平
和
施
策
検
討
委
員

会
は
、
６
月　

日
の
委
員
会
で
方
向

３０

性
を
決
定
す
る
。
当
時
の
最
も
辛
い

体
験
を
有
し
て
い
る
方
も
委
員
に
入

っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が
実
施
予
定
で
あ

る
こ
と
、
制
定
後
の
平
和
施
策
の
進

め
方
と
し
て
市
民
参
加
の
も
と
で
運

営
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
等
、
全
市

民
的
な
展
開
が
図
ら
れ
、
陳
情
さ
れ

た
方
々
の
思
い
が
反
映
さ
れ
る
と
思

う
。
幅
広
い
子
ど
も
世
代
も
含
め
た
、

全
市
民
的
な
広
が
り
を
期
待
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

森
戸
洋
子
（
日
本
共
産
党
）

　

こ
の
再
開
発
に
は
市
民
の
税
金　
１５

億
円
が
使
わ
れ
る
。
財
源
は
、
学
童

保
育
所
、
公
立
保
育
園
を
委
託
化
し
、

国
保
税
を
増
税
す
る
な
ど
「
行
革
」

に
よ
り
確
保
す
る
と
市
は
説
明
し
た
。

納
税
者
の
市
民
が
説
明
を
求
め
る
の

は
当
然
で
あ
る
。
国
の
運
用
指
針
で

も
「
早
期
の
段
階
か
ら
検
討
内
容
を

開
示
し
市
民
参
画
を
進
め
る
取
組
を

講
じ
る
な
ど
透
明
性
を
高
め
」「
段
階

的
に
市
民
の
合
意
を
得
な
が
ら
計
画

の
熟
度
を
高
め
て
い
く
」
と
市
民
参

加
の
必
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
市

の
進
め
方
は
こ
の
指
針
か
ら
も
反
す

る
。
よ
っ
て
本
陳
情
に
賛
成
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

中
根
三
枝
（
自
民
党
小
金
井
）

　

こ
の
事
業
は
公
共
性
が
高
く
、
一

般
的
に
は
公
共
の
仕
事
で
行
政
の
役

割
と
考
え
る
。
今
回
は
地
権
者
に
よ

る
組
合
施
行
で
、
自
ら
の
権
利
を
活

用
し
て
行
う
事
業
の
た
め
、
リ
ス
ク
、

採
算
性
、
事
業
成
立
性
等
を
地
元
が

背
負
う
。
取
組
に
対
し
て
適
切
な
支

援
が
必
要
で
あ
り
、
市
の
対
応
と
し

て
事
前
の
意
見
募
集
、
公
聴
会
を
越

え
る
説
明
会
を
実
施
し
た
。
都
市
計

画
審
議
会
で
も
審
議
さ
れ
て
い
る
。

速
や
か
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
進
め
る

べ
き
で
あ
る
。
な
お
、
本
陳
情
と
同

趣
旨
の　

陳
情
第　

号
（
上
表
最
下

２６

１５

段
）
に
も
合
わ
せ
て
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

渡
辺
大
三
（
み
ん
な
の
党
）

　

第
一
に
、
４
月
の
市
民
説
明
会
で

は
質
疑
を
途
中
で
打
ち
切
っ
て
い
る
。

十
分
な
回
数
の
説
明
会
開
催
は
行
政

の
最
低
限
の
責
務
で
あ
る
。
第
二
に
、

そ
の
説
明
会
で
は
市
財
政
や
市
の
他

の
施
策
や
周
辺
環
境
へ
の
影
響
を
何

ら
説
明
し
て
い
な
い
。
第
三
に
、
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
権
利

者
の
意
向
の
み
な
ら
ず
市
民
の
意
向

を
踏
ま
え
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
た

っ
た
１
回
、
わ
ず
か
２
時
間
で
は
意

向
を
踏
ま
え
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
。

よ
っ
て
本
陳
情
に
賛
成
す
る
。
私
は

市
民
の
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
て
住
民

投
票
実
施
を
求
め
て
奮
闘
努
力
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

渡
辺
ふ
き
子
（
公
明
党
）

　

第
２
地
区
の
再
開
発
は
、
地
権
者

を
中
心
と
し
た
組
合
施
行
で
あ
り
、

民
間
の
開
発
で
あ
る
。
都
市
計
画
を

進
め
る
に
当
た
っ
て
、
市
は
原
案
の

公
衆
へ
の
縦
覧
、
意
見
書
の
収
集
を

行
っ
た
上
で
市
民
説
明
会
を
開
催
し
、

よ
り
丁
寧
な
対
応
に
努
め
て
き
た
。

ま
た
、
事
業
計
画
素
案
は
準
備
組
合

の
も
の
で
あ
り
、
市
が
公
開
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
よ
っ
て
、
こ
れ
以

上
の
新
た
な
説
明
は
な
く
、
再
度
の

説
明
会
を
開
催
す
る
必
要
は
な
い
と

考
え
る
。
周
辺
住
民
の
心
配
等
は
真

摯
に
受
け
止
め
、
今
後
も
適
切
な
情

報
発
信
を
行
う
よ
う
求
め
る
。

 
賛
成
討
論
（
要
旨
）

片
山　

薫
（
市
民
自
治
）

　

建
設
環
境
委
員
会
に
提
出
さ
れ
た

資
料
を
見
て
も
、
４
月　

日
に
１
回

２５

の
み
開
か
れ
た
説
明
会
で
は
不
十
分

で
あ
る
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
莫
大
な
消
費
に
繋
が
る
大
規

模
開
発
は
、
今
後
の
地
球
環
境
全
体

か
ら
考
え
て
も
抑
制
す
べ
き
で
あ
る
。

　

市
は
多
く
の
市
民
の
合
意
形
成
に

深
く
関
わ
る
べ
き
で
あ
り
、
今
か
ら

で
も
市
が
で
き
る
こ
と
は
あ
る
。
本

陳
情
を
採
択
し
、
多
く
の
市
民
が

「
ま
ち
の
在
り
方
」
に
主
体
的
に
関

わ
る
チ
ャ
ン
ス
を
活
か
し
て
ほ
し
い
。

武
蔵
小
金
井
駅
南
口
第
２
地
区

再
開
発
に
つ
い
て
市
民
へ
の

十
分
な
情
報
提
供
と
再
度
の

説
明
会
の
開
催
を
求
め
る
陳
情
書

世
代
を
超
え
た
幅
広
い
市
民
が

一
緒
に
な
っ
て
議
論
し
、

「
小
金
井
平
和
の
日
」
の

制
定
を
求
め
る
陳
情
書

武
蔵
小
金
井
駅
南
口
第
２
地
区

市
街
地
再
開
発
事
業
の

市
民
へ
の
説
明
会
を
再
度

行
う
事
を
求
め
る
陳
情
書

閉会中の委員会日程及び審査案件


